
多可町生涯学習まちづくりプラザ建設基本計画(案)・多可町図書館基本計画(案) 

住民説明会の実施状況と質疑・ご意見について（要約） 

 

■日時・会場・（参加人数） 

 令和 4年６月２５日（土） 午後 １時３０分～ 加美プラザ  （ ９名） 

     ６月２６日（日） 午前１０時～    八千代プラザ （１５名） 

     ６月２７日（月） 午後 ７時３０分～ 中プラザ   （２６名） 

                               計５０名 

※各会場とも、説明：30 分（プラザ：20 分・図書館：10 分）程度、質疑応答：30 分程度、計：１時間程度 

 

■主な質疑・ご意見（→町の回答・説明） 

 

【町政全般】 

・人口が減少する中で新しい箱物は必要ですか？ 

  →・今回の計画には公共施設の集約という目的もあります。中プラザ・図書館を補修しながら使うと 

しても相当なコストがかかります。公共施設再配置計画との整合も図って計画しています。 

   ・人口が減る中でこそ、いろいろな人が知恵を出し合い、集い、これからまちづくりをしていく 

活動が必要で、その拠点施設が必要と考えています。人口減少対策の一端を担いながら、町を 

活性化していく中心的な施設と位置づけています。 

   ・人口減少、少子高齢化は大きな課題と捉えています。多可町においても総合戦略を作成し、様々 

    な施策に取り組んでいます。妊娠から出産・子育てまでサポートする体制、また奨学金返済サポ 

ートなど色々な施策を組み合わせながら、人口減少をくい止めていくように取り組んでいきます。 

 ・既存施設の有効活用は検討しましたか？ 

 ・八千代区か加美区に今ある施設を活用しては？ 

  →・既存施設の活用・改修についても検討をしました。既存施設を改修する場合は、初期投資コスト 

は安くなりますが、建物自体の寿命が延びるわけではなく、早期に建て替えをしないといけない 

などの問題が生じます。それらコスト比較も検証したうえで、新設で計画を進めてきました。 

・中区に施設が集中するという意見については、町に一つである施設については、中区内での建設 

が相応しいと考えています。既存施設と連携が深まって、効果が高まっていくと考えています。 

   ・加美・八千代コミュニティプラザとも連携を強め、３プラザ体制を充実していきます。 

 

【施設全般】 

 ・にぎわいの創出、集まりやすい動線に期待しています。 

  →・複合・多機能施設とすることで、全ての世代が集まりやすい施設を目指します。 

・周辺の道路改修、公共交通等、交通の便も含めて検討を進めています。 

   ・学校と地域コミュニティ施設が連携し、成果を上げている事例があります。施設連携と地域人材 

の活用を進めていきたいと考えています。 

 ・社協や福祉部門の相談窓口設置等の意向はありますか？ 

  →・希望としては社協も近くに来ていただいて、行政と密な連携を取りたいと考えています。 

 社協については、現状図書館と建物を共有しているため、移転先については現在調整を進めてい

ます。 

   ・開館時間は、今後検討していきます。 



 ・登録・利用制度、料金も含め充実させて、利用しやすいようにして欲しい。 

  →・現状では、施設によって窓口での申請、ネット予約可など、運用面が追いついていなところもあ 

ります。運用面での検討・改善も進めていきます。 

 ・ユニバーサルデザイン、バリアフリーの観点から、使いやすい施設を検討して欲しい。 

  →・高齢者・障がいをお持ちの方、子ども向けのトイレなど、当然に念頭に置いて全ての人に使い 

やすい施設を目指します。 

 ・高校生の頃、近隣の施設をよく利用していました。交流スペースは会話が響かないような作りに 

なっていました。会話が迷惑にならないような作りにして、学生達が使いやすい施設にして欲しい。 

  →・中学生・高校生とのＷＳの中で、気軽に使える学習スペースのニーズが高かったです。ＷＳの中 

    でも、静かな部屋、ある程度音がある・ＢＧＭが流れている部屋が良い、との意見もありました。 

複数のスペースを用意するなど、また大人のテレワークにも使っていただけるような機能も検討 

していきます。 

 

【候補地・防災対策について】 

 ・中区で建設する理由は？ 

  →・中プラザの更新を前提に、中区内で検討を進めました。様々な候補地を検討しましたが、施設 

連携・にぎわいの創出を検討した結果、候補地を決定しました。 

・浸水区域と思われますが、対策は？  

 →・Ｈ23 にアスパル南側で浸水被害がありましたが、その後堤防を約１ｍ高くするなどの対策をして 

います。現時点では、アスパルの高さを目安として検討しています。 

２階建て案も検討し、万が一の場合は２階へ避難を促すなどの対応を検討しています。 

   ・排水については、グラウンドに貯水するなど対策を検討していきます。 

 ・南側からアクセスする場合、日赤橋が非常に狭いです。岸上地内も道が狭く傷んでいます。交通の 

流れはどう考えていますか？ 

  →・メインは国道からのアクセスを検討しています。南・東側からのアクセスは、中学校の通学路も 

検討しながら、交通量を規制することも検討していきます。 

 ・周辺とトータルで多可町の自然をアピールできるような建て方、造り方をして欲しいです。 

  →・アスパル周辺には欅があり、大変環境が良い場所です。バランスを考えながら、できる限り今の 

樹木等は残し、良い景観を創造できないかと考えています。 

・このエリアは、今まで「子育てゾーン」と呼んできました。既存施設と、新しいまちづくりプラザ 

とで、ソフト面でも施設間の連携を図っていきます。 

   ・小さなお子さんからお年寄りまで、３世代揃ってここで一日過ごしていただける、そんな場所に 

していきたいと思っています。 

 

【公共交通について】 

 ・公共交通については、今後充分に検討いただきたいです。 

 ・高齢の方の移動手段はどう考えていますか？  

  →・車に乗れない方の交通手段も確保するよう、公共交通(バス)の整備、再編等も検討しています。 

統合中学校への通学、赤十字病院へのアクセスのためにも、公共交通の整備が必要と考えていま

す。 

 

 



【図書館について】 

 ・郷土資料について、那珂ふれあい館との住み分けはどう考えていますか？ 

  →・現状、参考資料コーナーで旧３町の歴史文献、その他周辺地域の歴史資料を収集しています。 

    那珂ふれあい館については、より専門的な史料を所蔵しており、差別化しています。 

 ・大きな図書館はいらないので、多可町の人口規模に見合った、温かみのある図書館にして欲しいです。 

  →・18,000 人を基準に蔵書冊数を算出しています。華美にならないようなものを検討していきます。 

 ・高齢者が興味を持つ本を充実させると、来館者が増えるのではないですか？ 

  →・高齢者にも興味を持ってもらえる内容・新刊紹介などを検討していきます。 

 ・絵本に特化したような図書館にして、子育て施策をアピールしてはどうですか？ 

→・小さい頃から絵本に親しみ、図書館に来る習慣を身に付けていただくことも大事なことだと考え 

ています。全ての世代に平等・公平なサービスを提供したいと考えていますが、特に絵本は充実 

させたいと考えています。 

・アスパルキッズ、子育てふれあいＣとも隣接するので、検診の際のブックファーストや出前図書 

館などで施設連携を図っていきたいと考えています。 

 

【統合中学校について】 

 ・統合中学校について、施設が隣接しアクセスの自由度が上がることにより、安全性は確保できますか？ 

  →・不審者の侵入対策には取り組んでいきます。近年では、地域のコミュニティセンターと連携し、 

セキュリティを保ちつつ、地域の方と連携している事例もあります。地域の方の力を借りながら、 

教育を進めていきたいと考えています。 

 

【施設運営について】 

 ・「住民が主体的に参加できる体制づくり」多様な方が運営に関わることに期待しています。 

 ・官民連携、住民主体の施設運営とは？構想はありますか？ 

  →・基本計画の検討委員会では、ＮＰＯや社団法人等の案が出ましたが、具体的には今後「生涯学習 

まちづくり委員会」で検討を進めます。 

町内の先例、近隣市町の事例も研究もしながら、多可町に相応しい、この施設に見合った方法を 

今後検討していきます。施設の運営には、多くの方に関わっていただきたいと考えています。 

 

【ソフト面】 

 ・体験教室など、子ども向けのものづくり講座の機会を増やしてはどうですか？また、団塊世代を中心 

に、技術・知識を持っている人の発掘も必要と考えます。 

→・現在も取り組んでいますが、施設整備を機にさらに充実させていきたいと考えています。 

 ・受講者の高齢化、人材発掘、生涯学習の循環は、現状の施策でも課題です。課題解決のための、 

きっかけづくり、場所づくりにもしたいと考えています。 

   ・中学生・高校生とのＷＳでは、場所・道具だけでなく、教えてくれる人がいてくれたら、という 

要望もありました。人材発掘という観点からも、生涯学習循環のきっかけづくりの場にしたいと 

考えています。 

   ・学校でも地域人材を活用し、学校に入ってもらう取り組みをしています。地域人材とのマッチン 

グに力を入れたいと考えています。 

・木育プログラムも検討していきます。 

 



【その他施設について】 

 ・ベルディーホールとの住み分けはどう考えていますか？ 

  →・ベルディーホールは文化・発信拠点としての位置付けは変わらず、用途によって使い分けていた 

だきたいと考えています。まちづくりプラザは、他のプラザと同等に使っていただく想定です。 

 ・北アリーナの利用頻度はどの程度ですか？ 

  →・バレーボール、バスケットボール等に利用いただいていますが、利用頻度はそれほど高くはあり 

ません。 

 

【その他要望】 

・シックハウス等アレルギー対策を配慮して欲しい。 

 


